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尹東柱の故郷・間島を語る
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詩人尹東柱を記念する立教の会では2008年より立教学院諸聖徒礼拝堂（池袋チャペル）にて詩人
尹東柱追悼の集い「詩人尹東柱とともに」を開催して参りました。コロナ禍で、2021年と2022
年は中止しましたが、2023年は立教大学 平和・コミュニティ研究機構との共催でオンラインで
開催致します。

申し込みQRコード

尹東柱の詩と生涯に向き合うとき、尹東柱が中学時代を過ごした間島（現：中国延辺朝

鮮族自治州）の歴史を知ることが重要です。尹東柱の一族が曽祖父の時代に朝鮮側から

豆満江を越えて移住したその地は日本により統治された満州の一部であり、地政学的、

歴史的に見ても非常に複雑な関係性の中にありました。

戸田郁子さんと夫の写真家柳銀珪さんが収集した貴重な写真の数々を紹介しながら
「尹東柱の故郷・間島を語る」というタイトルで語って頂きます。多くの皆様のご参
加をお待ち致します。

問合せ先：詩人尹東柱を記念する立教の会　pyol-1917@ezweb.ne.jp



・主催：詩人尹東柱を記念する立教の会
・共催：立教大学 平和・コミュニティ研究機構
・協力：立教大学チャプレン室
　　　　福岡尹東柱の詩を読む会　
 　　　   同志社コリア同窓会 尹東柱を偲ぶ会　
 　　　   尹東柱の故郷たずねる会

韓国仁川在住の作家、翻訳家。1983年から韓国に留学し、高麗大学で韓国近代史を学ぶ。1989年、中国ハルビン
の黒龍江　大学で中国語を学び、中国朝鮮族の移住と定着の歴史の研究をライフワークとする。著書に『中国朝鮮
族を生きる　旧満洲の記憶』（岩波書店、2011）など、訳書に金薫『黒山』（クオン、2020）など多数。朝日新
聞日曜版GLOBEのコラム「ソウルの書店から」を10年にわたって執筆中。
近刊2022年（韓国語）『동주의 시절』（東柱の時代, 図書出版土香）

14:00-16:30

オンライン

参加費
無料

公開講演会

講師
戸田　郁子（とだ　いくこ） 氏　作家、翻訳家

https://www.rikkyo.ac.jp/events/2023/02/mknpps00000234yv.html
申し込み・詳細

(日)
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